
＜審 判＞ 

 

１．2017年度 大阪府所属審判員 

S級  2名：飯尾 勝紀（高）、黒岡 和哲（実）、 

A級  9名：石川 淳也（中）、茅野 修司（実）、紀ノ岡 哲士（ク）、 

高野 晃平（実）、田中 真規（実）、堂國 和昭（ミ）、 

開 康寿（中）、細見 竜太（実）、村田 尚美（実） 

 

２．重点目標 

・『公平性・一貫性のある判定力』を持つ審判員の育成。 

・プレイヤー、ベンチ、観客から信頼を得る審判員の育成。 

・次世代を担う審判員の育成。 

 

３．方針 

①審判技術向上の為に正しいルール・マニュアルの理解と実践。 

実技講習だけでは無く、定期的なルールに関する座学を開き理解を深める。 

②細分化した講習会の実施。 

指名強化：女性：B～D級：U－26を対象とし継続した講習会、勉強会の実施。 

③カテゴリーや連盟を超えた各種大会への審判派遣。 

派遣審判員の報告によるフィードバックを映像等を用いて行う。 

④審判員として常に向上心を持ち、研鑽する努力を求める。 

JBA及び審判委員会からの講習会への講師派遣を積極的に行う。 

⑤大阪協会審判委員会 HPの活用。 

新しい情報や大会、審判派遣を掲載し必要な情報を提供する。 

 

４．講習会計画 

指名強化指導（担当：石川淳也） 

１次講習会：A級１次審査への推薦者を決定 

２次講習会：A級２次審査に進むメンバーの強化、 

それ以外メンバーの意欲・技術の向上 

３次講習会：翌年度の A級審査会に向けてのスタート 

４次講習会：A級０次審査に推薦するメンバーの決定 

女性強化指導（担当：村田尚美） 

第 1回：女性として、審判として、ライフイベントとの向き合い方を考える 

第 2回：女性審判として活動するにあたり、日頃の悩みについて意見交換 

第 3回：審判としての力強さとプレゼンテーション 

BCD級講習会（担当：細見竜太） 

BCD級審判委員の育成・レベルアップ 

他連盟審判員との交流 

U―26審判員勉強会（担当：高野晃平） 

若手審判員のモチベーション、技術の向上 

上級審判員を目指す人材の発掘・育成 
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